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地区民文化祭で熱演

　日頃の学習活動の成果を発表し、住民同士
が交流を深める「吾郷地区民文化祭」が３月４
日（日）吾郷体育館で開催されました。
  地元青年による地芝居グループ吾郷青吾会
は、「へちまの花」を熱演。セリフの随所に地
元の地名や人名が登場し、笑いと涙を交えた
名演技に観客から惜しみない拍手が送られま
した。� （詳細記事は２ページ）



　
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
、
地
元

青
年
に
よ
る
地
芝
居
グ
ル
ー
プ
吾

郷
青
吾
会
が
、「
へ
ち
ま
の
花
」

を
熱
演
。
セ
リ
フ
の
随
所
に
地
元

の
地
名
や
人
名
が
登
場
し
、
笑
い

と
涙
を
交
え
た
名
演
技
に
観
客
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
内
に
出
展
さ
れ
た
バ
ザ
ー

で
は
、
簗
瀬
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
特
製
焼
き
ソ
バ
や
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
パ
ノ
フ
・
グ

リ
ゴ
リ
ー
夫
妻
が
ロ
シ
ア
の
惣
菜

パ
ン
「
ピ
ロ
シ
キ
」
を
販
売
。
昼

食
時
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
肉
約
６
㎏

が
入
っ
た
特
製
山
く
じ
ら
カ
レ
ー

３
０
０
人
分
が
来
場
者
に
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発

表
し
、
住
民
同
士
が
交
流
を
深
め

る「
第
６
回
吾
郷
地
区
民
文
化
祭
」

が
３
月
４
日
（
日
）
に
吾
郷
体
育

館（
簗
瀬
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
児
や
婦
人
会
員
が
、
日
頃

か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
唄
や
踊

り
、
劇
を
披
露
し
た
り
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
や
書
道
、
俳
句
な
ど
の
文

化
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
乙
原
保
育
園

児
が
ダ
ン
ス
を
元
気
よ
く
披
露
し

た
ほ
か
、
吾
郷
地
域
婦
人
会
の
メ

ン
バ
ー
が
演
じ
る
「
青
空
サ
ロ
ン

劇
場
」
で
は
婦
人
会
員
が
イ
ノ
シ

シ
や
サ
ル
に
扮
し
て
、
地
域
全
体

で
野
生
動
物
の
餌
付
け
を
や
め
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
乙
原
舞
子
連
中
の
神
楽
の
上

演
な
ど
が
あ
り
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

まちづくりの源は、住民の元気から！元気、熱演！　吾郷地区民文化祭

▲�特製焼きそばを作る簗瀬同好会の…
皆さん

▲�300人分の山くじらカレーが来場者に振る舞われ
ました

▲感動の地芝居を披露した吾郷青吾会の皆さん

◀�地域おこし協力隊のパノフさん夫
婦が出店したロシアの「ピロシキ」

▲乙原保育園児と保護者による歌の披露

このコーナーでは、町内で行われた様々なできごとをご紹介します！

▲吾郷地域婦人会による青空サロン劇場 ▲�松笠細工や俳句、生け花などの作品
も並べられました
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▲多彩なステージを楽しむ来場者の皆さん

重
ね
て
き
た
舞
踊
や
芝
居
を
披
露
す
る

な
ど
し
、
絆
の
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
楽
市
・
楽
座
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
市
」
と
題
し
た
バ
ザ
ー
も
行

わ
れ
、
野
菜
生
産
者
団
体
や
婦
人
会
、

青
年
団
体
な
ど
が
出
店
し
、
新
鮮
野
菜

や
果
物
、
弁
当
・
パ
ン
な
ど
の
加
工
品

が
並
べ
ら
れ
、
買
い
物
を
楽
し
む
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
比
之
宮
連
合
自
治
会
の
福
島
教
次
郎

会
長
は
「
限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
は
、

出
演
者
、
裏
方
、
観
客
な
ど
、
一
人
で

何
役
も
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

日
頃
の
連
携
で
培
っ
た
絆
は
、
万
一
の
災

害
発
生
時
で
も
力
強
い
。
こ
れ
か
ら
も

安
全
・
安
心
の
比
之
宮
づ
く
り
に
務
め

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
７
回
比
之
宮
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
が
、
３
月
４
日
（
日
）
比

之
宮
公
民
館
（
宮
内
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
っ
て　

花
咲

く　
安
心
の
比
之
宮　
里
山
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
公
民
館
教
室
の
受

講
生
な
ど
が
カ
ラ
オ
ケ
や
銭
太

鼓
、
安
来
節
な
ど
自
慢
の
芸
を
披

露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、

俳
句
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
押
し
花

な
ど
の
作
品
展
示
、
茶
道
教
室
受

講
生
に
よ
る
お
茶
席
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

  

比
之
宮
地
区
に
あ
る
各
自
治
会

も
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
、

５
つ
の
自
治
会
が
、
日
々
練
習
を

自治会単位での出し物などで絆を示し、交流深める
～比之宮ふれあいまつり

▲「佐久の鯉太郎」
（村之郷２自治会）

▲「開運招福音頭」
（村之郷１自治会） ▲「続水戸黄門」（宮内２自治会）

▲「なぞの集団カジェラーレ」
（比敷自治会）

「桜扇の舞」（舞踊教室）▶

▲婦人会によるダンス「美しき郷」

◀「みんなで音頭」（宮内１自治会）
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お知らせ
都賀水位観測所
（都賀大橋）

尾関水位観測所
（三次市）

「はん濫注意情報」が
発表された時

○
水位情報を
お知らせ

－

「はん濫警戒情報」が
発表され、上流域の
水位がさらに上昇す
る見込みの時

○
水位情報を
お知らせ

○
水位情報を
お知らせ

都賀水位観測所の水位に応じて、
次の情報を無線でお知らせします

尾関水位観測所の水位もお知らせ

水位情報をお知らせ

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
‼

お知らせ

　
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
不

法
投
棄
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
、
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
と
い
っ
た
罰
則
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
現
場
を
発
見
し

た
ら
、
行
っ
て
い
る
者
の
特
徴
や
車
両
ナ

ン
バ
ー
、
投
棄
場
所
、
ご
み
の
種
類
な
ど

を
最
寄
り
の
駐
在
所
や
警
察
署
、
役
場
環

境
整
備
室
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
整
備
室
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

浜
原
ダ
ム
放
水
量
に
加
え
、

江
の
川
の
水
位
情
報
お
知
ら
せ
し
ま
す

お知らせ

　
江
の
川
の
出
水
時
に
は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
浜
原
ダ
ム
の
放
水
量

に
加
え
て
、
都
賀
水
位
観
測
所
（
都
賀
大
橋
）
の
水
位
に
応
じ
、
次
の
情
報
を
放
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
江
の
川
沿
い
の
低
地
や
堤
防
未
整
備
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
自
主
避
難
な
ど
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
、
し
尿
汲

み
取
り
希
望
時
の
旗

は
不
要
に
な
り
ま
す

お知らせ

　

し
尿
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
時
に

「
旗
」
を
掲
揚
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
不
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

方
法
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
整
備
室
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

介
護
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

お知らせ

　
平
成
24
～
26
年
度
分
の「
介
護
保
険
料
」

が
改
定
さ
れ
、
月
額
保
険
料
（
基
準
額
）

が
５
，
５
５
０
円
に
な
り
ま
す
。（
こ
れ

ま
で
は
月
額
４
，
８
５
０
円
）

　
ま
た
、
保
険
料
段
階
は
、
こ
れ
ま
で
の

８
段
階
か
ら
11
段
階
に
な
り
ま
す
（
第
３

段
階
を
細
分
化
し
、
高
所
得
者
層
を
新
た

に
２
段
階
設
定
し
ま
し
た
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
（
川
本
町
）

　
（
☎
７
２・３
５
３
５
）

▲�不法投棄現場で所有者につながる情報などを調べる川本
警察署員と町の不法投棄監視パトロール員（乙原地内、
町道乙原簗瀬線沿い。平成24年１月）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）
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Information

　平成 24 年 4 月から、町内すべての収集場所で次
のとおりごみを収集します。
　今後も、ごみの減量化やリサイクルへのご理解と
ご協力をお願いします。

　詳しくは、広報みさと３月号とともにお届けした
「一般家庭ごみ日程表」をご覧ください。

▲

問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）　浜田年金事務所（☎ 0855-22-0673）

▲

問い合わせ先　役場環境整備室（☎ 75-1215）
笹畑クリーンセンター（☎ 72-1701）

▲

問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）

納付が困難なときは…
保険料免除制度

30歳未満の方は…
若年者納付猶予制度

学生の方は…
学生納付特例制度

本人・世帯主・配偶者の前年所
得（1～ 6月までに申請する場合
は前々年所得）が一定額以下の場
合には、申請により保険料の納付
が全額免除または一部納付（3/4、
1/2、1/4）になります。

30歳未満で本人・配偶者の前年
所得（1～ 6月までに申請する場
合は前々年所得）が一定額以下の
場合には、申請により保険料の納
付が猶予されます。

学生で本人の前年所得（1～ 3月
までに申請する場合は前々年所
得）が一定額以下の場合には、申
請により保険料の納付が猶予され
ます。

　国民年金は、老後の生活や障がい・死亡など、もしもの時にあなたの大きな支えとなります。
保険料の納め忘れが続くと、将来、年金を受け取ることができなくなるばかりか、障害年金や遺
族年金を受け取れない場合があります。もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちん
と納期内に納めましょう！（納期は翌月末です。納期から２年を経過すると時効により納められ
なくなります。）

「納付が困難な方には各種免除制度」
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難な方は
市区町村の国民年金窓口で手続きを行ってください。

★�保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除かれ
ます。）は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害
基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。

　�また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係な
く免除される特例もあります。

　子育て支援センターの開設場所が４月から次の
とおり変更になります。子育てに関する情報提供
や育児相談に職員が応じます。また新たに、生後
６カ月以上の乳幼児の「一時預かり事業」も行い
ます。

　乳幼児のいる保護者の方は、お子さんと一緒に
ぜひ遊びに来てください。ご家族どなたでもご利
用できます。保護者のみの利用も可能です。

お知らせお知らせ

お知らせ

４月からごみの収集
日程が変わります

遊びにおいでよ！
子育て支援センター

４月からは沢谷保育所施設内で開設

納め忘れはありませんか？国民年金保険料

月 火 水 木 金

燃えるゴミ ○ ○

容
器
包
装

プラスチック ○
ペットボトル ○

第1･第3
　紙 ○

第2･第4

その他資源
ビン、カン、不燃、古紙、新聞、…
段ボール　　 毎月１回の収集

粗大ごみ、有害ごみ 年２回の収集

これまで おおち保育園内（粕渕）

４月から

沢谷保育所内（九日市）
　開 設 日　月～金（祝日除く）
　開設時間　午前10時～午後３時
　電話番号　☎76-0477
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お知らせ

▲

問い合わせ先　産業振興課（☎ 75-1214）

▲

応募先・問い合わせ先
� 〒 699-4692　美郷町役場　企画課　男女共同参画担当　　☎ 75-1924

お知らせ

お知らせ

農地を転用する前には、
まず「農振地域除外手続き」を

男女共同参画サポーター募集

　美郷町では、「農業振興地域整備計画」の変更申出書の受付を４月に行います。農業振興地域（農振）
内にある農用地を農業以外に使用する場合は、農振地域からの除外手続きが必要です。
　住宅建築や駐車場整備などの計画が具体化していて、農振地域からの除外を希望する方は必要書
類を提出してください。
　なお、農振地域からの除外後には別途、農業委員会に対しての「農地転用」手続きが必要になります。

・受付期間　４月２日（月）～ 27 日（金）
・受付場所　役場産業振興課

　島根県では、市町村や県と一緒に啓発活動を行う「島根県男女共同参画サポーター」を、市町村か
ら推薦された方の中から委嘱しています。サポーターは、地域の課題を解決するために講演会や学習
会を開催したり、寸劇や紙芝居の上演を通じて身近なところから男女共同参画を感じてもらうなど、
地域の実情に応じたきめ細やかな活動を行っています。
　現在、島根県では、平成 24 年度の「男女共同参画サポーター」を募集しています。ぜひご応募く
ださい。

・応募〆切　３月 30 日（金）

町や農業関係団体が連携して地域農業を支える「美郷町農業再生協議会」を設立
　
農
業
経
営
の
改
善
や
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目

指
し
た
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
が
平
成

23
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。町
で
は
、

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
推
進
に
あ
た
り
、

戦
略
作
物
の
生
産
振
興
や
、
そ
の
作
物
を
生
産
す

る
担
い
手
の
育
成
、
農
地
の
問
題
な
ど
を
合
わ
せ

て
協
議
検
討
を
行
う
組
織
と
し
て
「
美
郷
町
農
業

再
生
協
議
会
」
を
こ
の
ほ
ど
設
立
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
協
議
会
を
構
成
す
る
農
業
委
員
会
や

島
根
お
お
ち
農
協
、
農
業
共
済
、
県
や
国
な
ど
と

連
携
し
、
米
の
需
給
調
整
の
推
進
、
農
地
の
利
用

集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
、
担
い
手
の
育

成
・
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
（
☎
７
５・１
２
１
４
）

▲�１月31日（火）に開催された農業再生協議会の設立総会…
（美郷町役場）
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Information

▼
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

第
７
回
し
ま
ね
ナ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

�

栗
原
イ
チ
子
さ
ん
・
進
さ
ん
夫
婦
（
都
賀
本
郷
）▲溝口善兵衛島根県知事から選定状を受け取る栗原さん夫婦（島根県庁）

　
男
女
共
同
参
画
の
趣
旨
に
添
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
活
か
し
、
お
互
い

を
尊
重
・
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
夫
婦
を

島
根
県
知
事
が
選
定
す
る
「
し
ま
ね
ナ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に
県
内
か
ら
6
組
が
選

定
さ
れ
、
美
郷
町
か
ら
は
栗
原
イ
チ
子
さ
ん
・
進
さ
ん
夫
婦
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
栗
原
イ
チ
子
さ
ん
は
、
大
和
加
工
セ
ン
タ
ー
利
用
者
組
合
を
結
成
し
、
進
さ
ん
と

と
も
に
特
産
品
の
加
工
販
売
、
開
発
に
取
り
組
み
、
所
属
す
る
婦
人
会
で
も
環
境
美

化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
７
年
に
入
会
し
た
大
和
村
神

楽
同
好
会
（
現
都
神
楽
団
）
で
化
粧
方
と

し
て
団
員
の
化
粧
を
担
当
。
県
内
外
で
の

公
演
で
は
、
夫
の
進
さ
ん
と
と
も
に
団
員

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
栗
原
進
さ
ん
は
、
大
和
村
神
楽
同
好
会

時
代
に
は
会
長
を
つ
と
め
、
都
神
楽
団
に

所
属
す
る
現
在
で
は
事
務
方
と
し
て
公
演

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
な
ど
中
心
的
役
割

を
担
い
、
神
楽
の
後
継
者
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
都

賀
本
郷
連
合
自
治
会
長
と
し
て
、「
尺
鮎

釣
り
大
会
」
や
、
し
ま
ね
景
観
賞
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
「
伝
統
芸
能
と
光
の
祭
典
」

の
運
営
に
携
わ
る
な
ど
神
楽
公
演
や
特
産

品
の
加
工
販
売
な
ど
常
に
共
に
夫
婦
で
行

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

女
子
学
生
と
国
際

交
流
し
ま
せ
ん
か
？

お知らせ

　

日
本
に
卒
業
旅
行
で
滞
在
中
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
女
子
学
生
11
人
が
、

３
月
31
日
・
４
月
１
日
の
両
日
、
美
郷
町

内
に
民
泊
し
、
華
道
や
茶
道
な
ど
の
日
本

文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
交
流

を
深
め
ま
す
。

　
国
際
交
流
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
文
化
な

ど
に
興
味
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
美
郷
町
国
際
友
好
協
会（
役
場
企
画
課
）

　
（
☎
７
５・１
９
２
４
）　
ま
た
は

　
上
野
地
区
集
落
支
援
員
橋
本
力
男
さ
ん

　
（
☎
０
９
０・８
３
６
１・８
０
６
５
）

電話　0855-74-6161 FAX　0855-74-6163

月～金　9:00～18:00

FAX　0855-82-2551電話　0855-82-2550

全国どこの病院の処方せんでも受付可能です

月～金　  8:30～18:00
土曜　    8:30～12:00

▲�スウェーデンで陶芸を学び、卒業旅行で来日
予定の女子学生の皆さん

か
る
た
で
学
ぶ

男
女
共
同
参
画

お知らせ

　
島
根
県
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し

「
か
る
た
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
わ
か
り
や
す
く
て
子
ど
も
や
大
人
ま
で

楽
し
め
る
か
る
た
で
す
。
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
職
場
な
ど
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課

　
（
☎
７
５・１
９
２
４
）
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お知らせ

１
１
０
番
の
日
で

防
犯
を
よ
び
か
け

お知らせ

　

1
月
10
日
（
火
）
の
１
１
０
番
の
日
に

ち
な
み
、
粕
渕
に
あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー

ト
ピ
ア
お
お
ち
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
、

町
内
駐
在
所
の
警
察
官
が
、
来
館
者
な
ど

に
チ
ラ
シ
や
夜
光
反
射
材
を
配
り
な
が

ら
、
１
１
０
番
通
報
時
の
注
意
点
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
守
る

吾
郷
駐
在
所
新
築

お知らせ

　
川
本
警
察
署
管
内
に
あ
る
駐
在
所
の
う

ち
、
吾
郷
・
君
谷
地
区
を
管
轄
す
る
吾
郷

駐
在
所（
簗
瀬
）が
こ
の
ほ
ど
新
築
さ
れ
、

２
月
14
日
（
火
）
か
ら
新
し
い
建
物
で
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。
吾
郷
駐
在
所
は
、

建
築
後
約
40
年
が
経
ち
老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
島
根
県
警
に
よ
り
現
在

地
の
隣
に
新
た
に
建

て
替
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
新
し
い
駐
在

所
は
、
島
根
県
産
木

材
を
使
っ
た
平
屋
建

て
で
、
事
務
所
と
交

流
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

し
、
地
元
住
民
と
の

交
流
も
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
（
木
）
に
は
、
開
所
式
が
行

わ
れ
、
川
本
警
察
署
の
中
村
康
広
署
長
や

地
元
自
治
会
長
な
ど
が
、
地
域
の
安
全
を

守
る
駐
在
所
の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
吾
郷
駐
在
所
（
☎
７
５・１
１
９
５
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

お知らせ
▼
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
整
備
室
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

平
成
24
年
度

公
共
交
通
運
賃
割
引

券
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

お知らせ

　
バ
ス
を
利
用
し
て
の
「
乗
車
」・「
下
車
」

と
も
に
、
美
郷
町

内
で
あ
る
場
合
を

対
象
に
し
た
公
共

交
通
運
賃
割
引
券

の
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。

●
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

　
①
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

　
②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方

　
③�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方

●
受
付
場
所

　
次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す

　
①
美
郷
町
役
場
（
粕
渕
）

　
②
大
和
事
務
所
（
都
賀
本
郷
）

　
③�

各
交
流
セ
ン
タ
ー
（
君
谷
、
沢
谷
、

比
之
宮
、
都
賀
行
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

▲110番のかけ方などを呼びかけました。

▲新しくなった吾郷駐在所

▲�激励に訪れた乙原保育園児と一緒に完成を喜ぶ
佐々木和博巡査部長

検査実施（２月22日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾 郷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別 府 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石 原 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
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Information

▲

問い合わせ先　健康推進課（☎ 75-1932）

（美郷町食育推進会議からのお知らせです）食育だより
美郷町では、関係機関や団体でつくる「美郷町食育推進会議」で協議・連携して、町の食育推
進計画を基に様々な食育の取り組みを行っています。　

「郷土料理」にふれる

　町内の保育園児と小中学生が美郷町内産の
食材をふんだんに使った統一献立の給食を楽
しむ「美郷のおいしい日」が 2 月 24 日（金）
に行われました。今年度２回目のおいしい日
のメニューは、「豆入り　いのししカレー」、

「美郷の五目卵焼き」、「冬野菜の味噌マヨあ
え」でした。子どもたちは、地元の食材に関
心を持ち、採れたて野菜の美味しさを楽しみ
ました。

保育所から中学校まで
「美郷のおいしい日」で統一献立

　毎月 19 日の「食育の日」にちなみ、消費者に食への関心や地産地消の意識を高めてもらおうと、
２月 24 日（金）「産直みさと市」で普及啓発イベントを行いました。訪れた約 100 人が、郷土料理（鮎
べか、炒りかね）や旬の野菜を使った料理の試食、生産者との交流などを楽しみました。来場者から
は、「鮎べかはさっぱ
りしていて食べやす
い」、「野菜をもっと
摂るようにしたい」
などの感想が聞かれ
ました。

「食育の日」イベントで
地産地消の意識を向上

　ふるさとに古くから伝わる「行事食」
や「郷土料理」について学ぼうと、2 月
15 日（水）、大和小学校５年生児童が、
食生活改善推進員から手ほどきを受けな
がら、押し寿司やこんにゃくづくりに挑
戦しました。児童たちは、「初めてこんにゃ
くを作った」、「自分たちも受け継がなくては」、「家でも作ってみたい」な
どの感想を話していました。
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お知らせ
リレー記事
【集落支援員だより】

えがおの明日へ
〜元気な美郷になるための取り組み〜

連載第９回　上野地区

　

昨
年
夏
に
は
上
野
地
区
の
集
落
支
援
員

に
な
り
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
吉
田
晃
司

さ
ん
や
井
上
清
實
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
実
践
を
積
み
上

げ
ら
れ
、
自
治
会
活
動
で
は
、
も
っ
ぱ
ら

教
え
て
も
ら
い
、
助
け
て
い
た
だ
く
ば
か

り
で
す
。

　
僕
の
役
目
は
、
子
ど
も
た
ち
に
は
国
際

交
流
を
通
し
て
世
界
を
身
近
に
感
じ
る
人

と
な
る
よ
う
に
、
お
年
寄
り
に
は
90
歳
で

現
役
バ
リ
バ
リ
の
大
住
さ
ん
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
人
達
を
讃
え
る
こ
と
、
青
年
層

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
事
業

の
仕
組
み
作
り
を
応
援
で
き
れ
ば
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
秋
に
は
、
都
賀
・
長
藤
地

区
の
秋
祭
り
の
竹
灯
篭
へ
の
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
参
加
を
手
伝
い
ま

し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の

女
子
大
生
な
ど
計
７
人
が
２
週
間
滞
在

し
、
竹
灯
篭
作
り
や
楽
打
ち
の
練
習
の
合

間
に
学
校
訪
問
を
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や

ク
イ
ズ
で
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
の
片
隅
に

種
を
ま
き
、
彼
ら
の
宿
泊
先
で
は
子
供
た

ち
が
い
つ
も
戯
れ
て
い
ま
し
た
。

  

元
気
な
お
年
寄
り
や
地
域
行
事
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
を
撮
り
た
め
て

い
ま
す
が
、
元
気
な
方
が
多
く
、
行
事
も

活
発
な
た
め
未
編
集
の
材
料
が
増
え
る
ば

か
り
。
編
集
が
進
ま
ず
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

  

青
年
層
で
は
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
活

動
的
な
人
材
が
移
住
し
て
き
て
い
ま
す
。

沢
谷
の
無
住
の
寺
に
や
っ
て
き
た
女
性

は
、
来
て
１
カ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
て
大
が
か

り
な
「
ふ
ふ
ふ
祭
り
」
を
実
現
し
て
し
ま

い
ま
し
た
！
女
性
パ
ワ
ー
が
炸
裂
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

  

３
月
31
日
（
土
）
～
４
月
１
日
（
日
）

に
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
学
生
11
名（
男

子
は
１
名
）
が
卒
業
旅
行
で
美
郷
に
来
ま

す
。
東
京
・
京
都
な
ど
大
都
市
中
心
の
旅

程
の
中
で
、
移
動
日
を
含
め
４
日
間
を
費

や
す
美
郷
へ
の
訪
問
を
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
５
軒
に
分
か
れ
て
民

泊
し
、
生
け
花
、
お
茶
会
、
神
楽
、
精
進

料
理
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
の
人
と
ふ
れ

あ
い
ま
す
。
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　
「
ヘ
イ
ヘ
イ
」（
こ
ん
に
ち
は
）

　
「
タ
ッ
ク
」（
あ
り
が
と
う
）

　
「
ヘ
イ
ド
ー
」（
さ
よ
う
な
ら
）

【
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
】

　

集
落
、
自
治
会
に
関
連
す
る
施
策
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

担
当
課　

総
務
課
行
政
改
革
室

�

（
☎
７
５
・
１
２
１
１
）

　

２
０
０
７
年
12
月
、
カ
リ
ブ
海
に
浮
か

ぶ
常
夏
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
か
ら
美
郷
町

に
来
て
４
年
。
町
名
か
ら
、「
美
し
い
村

に
違
い
な
い
」
と
思
っ
て
来
ま
し
た
が
、

少
し
前
に
合
併
し
た
で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ

の
町
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
！

  

上
野
の
「
田
の
原
展
望
台
」
か
ら
俯ふ

瞰か
ん

す
る
と
、
雄
大
な
江
の
川
が
ゆ
っ
く
り
と

蛇
行
し
、
古
民
家
の
風
情
と
石
州
瓦
の
朱

が
ま
と
ま
っ
た
様
子
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

世
界
遺
産
の
街
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
素
晴

ら
し
い
風
景
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
な
ど
を
10
年
以
上
転
々
と

し
て
日
本
に
戻
っ
た
私
に
は
浦
島
太
郎
の

気
分
で
し
た
が
、
こ
の
光
景
は
ナ
ウ
シ
カ

の
住
む
、
美
し
く
、
懐
か
し
い
「
風
の
谷
」

の
よ
う
に
映
り
ま
し
た
。

▲田の原展望台からの風景

▲国際ワークキャンプ参加者で楽打ちに挑戦

▲ �90 歳のラストサムライ
大住福夫さん

�

上
野
地
区
集
落
支
援
員
　
橋
本
　
力
男

（
白
道
）
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Information

　別府地域の地域おこし協力隊の３人が、２年半の任期を終えました。今月は、それぞれの道を歩む３
人からのメッセージを紹介します。

地域を変える新しいチカラ

地域おこし協力隊通信  第 18 回  別府地域  地域おこし協力隊

●山村　涼
　協力隊の活動では、その多くが人生初の経験となりました。草刈りや農作業補助のほか、自治会輸送
バスの運転、パソコン操作の指導など内容は多岐にわたり、住民の皆さんの生活支援をさせていただき
ました。自治会活動では、別府産の日本酒「銀路」や「錦露」の販売促進、「別府ホタルまつり」の広報
活動などをさせていただきました。
　また、「移住・交流推進機構（JOIN）」のホームページで活動内容を紹介していただいたほか、テレビ・
新聞への取材対応、全国農業新聞などへの連載など、次に繋がる経験もたくさんさせていただきました。
取り組み内容を研修会などで事例発表する機会にも恵まれ、様々な面で成長できた
と思っています。
　私は美郷町で活動できたことを本当に嬉しく思います。仕事だけでなく、プライベー
トでも多く方と知り合うことができ、美郷町のすべての人に大変感謝しております。
　今後の進路はまだ決めていませんが、美郷町に何らかの形で関わるような仕事に
就きたいと思っております。今後も気軽に声をおかけいただければ幸いです。あり
がとうございました。

●土井　和裕
　この２年半、別府地域の皆さんからは大変良くしていただきました。このたび、美郷町を離れること
になりましたが、美郷町や別府地域は大好きですので、休日や地域のイベントなどには皆さんの顔を見
に帰って来たいと思っています。
　「地域のためになることをしたい」と思い応募した地域おこし
協力隊ですが、競合業者や自治会の仕事を奪ってしまっている
ような気がして「本当に地域のためになっているのか」と自問
自答を繰り返していました。別府地域では、この春 NPO 法人
が設立予定となっており、今後の動向が気になるところです。
また何かできることもあると思いますので、ご連絡いただけれ
ばと思います。ありがとうございました。

●齋藤　恵伸
　美郷町に来た当初は、都市部からの私たちを受け入れてもらえるか不安もありましたが、温かく受け
入れていただき、協力隊として、地域の一員として活動することができました。農
業未経験の私に、草刈り機やトラクターの操作など優しく指導していただき、一人
前とはいかないまでも農作業や草刈りをできるようになりました。
　地域の方々のご協力で、協力隊の任期終了後も別府地域に住み、農業をさせてい
ただくことになりました。農業については経験が浅く、不安ですが、農業大学校で
１年間の研修を受け、その研修を活かして、農業を通じて少しでも地域の活性化に
なることができるようこれからも頑張っていこうと考えています。
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お知らせ

わ
が
心
に
き
ざ
み
て
お
か
む
賜
り
し

「
し
ま
ね
健
康
超
寿
者
」
賞
を�

藤
原　
　
章

息
子
夫
婦
の
強
き
絆
か
嫁
の
た
め

腎
臓
一
箇
を
汝
は
与
へ
た
り�

藤
田
乃
冨
子

礼
文
産
の
昆
布
を
煮
つ
つ
思
ひ
を
り

船
追
ふ
カ
モ
メ
の
人
に
馴
れ
ゐ
し
を�

平
石
佳
寿
子

法
事
に
と
集
ひ
し
四
人
の
娘
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
聞
き
ゐ
て
心
ほ
ぐ
る
る�

原
田　
秀
子

無
人
寺
の
障
子
張
り
替
へ
そ
の
白
さ

部
屋
の
明
る
く
心
和
め
り�

原
野　
　
幸

空
き
家
に
て
淋
し
か
り
に
し
隣
よ
り

人
声
の
せ
り
和
み
つ
つ
聞
く�

増
田　
政
子

戸
川
坂
は
母
に
す
が
り
て
越
し
し
道

今
は
な
き
母
思
ひ
出
で
を
り�

伊
竹　
藤
枝

江
川
の
穏
し
き
流
れ
に
鴨
三
羽

水み

脈お

引
き
て
行
く
冬
陽
浴
び
つ
つ�

松
浦　
智
子

こ
の
家
に
君
は
な
ほ
在
る
思
ひ
せ
り

軒
下
の
鉢
に
咲
く
シ
ク
ラ
メ
ン�

今
馳　
幸
子

選
者
詠

ベ
ラ
ン
ダ
に
灯
を
つ
け
て
積
も
る
雪
を
見
る

吾
ら
育
ち
し
石
見
思
ひ
て

　

１
月
下
旬
、
青
空
サ
ロ
ン
畑
（
乙
原
）

で
開
か
れ
た
「
獣
害
に
強
い
畑
づ
く
り
研

修
会
」。
吹
雪
の
中
、
講
師
の
井
上
雅
央

さ
ん
の
傍
ら
で
、
熱
心
に
写
真
や
メ
モ
を

と
る
夫
婦
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
野
井
に

住
む
丹
波
滋
さ
ん
・
恵
美
子
さ
ん
夫
婦
。

平
成
21
年
春
、
滋
さ
ん
の
退
職
を
機
に
大

阪
府
内
か
ら
妻
恵
美
子
さ
ん
の
出
身
地
で

あ
る
野
井
に
Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
丹
波
さ
ん
夫
婦
が
参
加
し

た
研
修
会
は
10
回
以
上
。
研
修
会
に
つ
い

て
丹
波
さ
ん
は
「
剪
定
ハ
サ
ミ
の
使
い
方

か
ら
動
物
の
種
類
に
応
じ
た
効
果
的
な
電

柵
の
高
さ
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
て
科
学

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
学
べ
て
面
白
い
。
毎
回

新
た
な
発
見
の
連
続
で
す
」と
満
足
そ
う
。

「
習
っ
た
こ
と
は
そ
の
日
の
う
ち
に
復
習

し
て
い
ま
す
。
私
が
外
出
中
に（
集
落
に
）

サ
ル
が
出
た
と
き
は
、
妻
が
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
で
追
い
払
う
ん
で
す
。
こ
れ
も
研
修
会

で
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
」と
い
い
、

さ
ら
に
実
践
に
役
立
て
よ
う
と
、
箱
わ
な

や
狩
猟
免
許
も
取
得
す
る
な
ど
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
参
加
の
き
っ
か
け
は
、「
義
母
が

丹
誠
こ
め
て
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ
が
収
穫
目

前
に
し
て
イ
ノ
シ
シ
被
害
で
全
滅
し
た
こ

と
。
耕
作
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
義
母

の
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
矢
先
、
研
修
会
の

開
催
を
知
り
ま
し
た
」
と
丹
波
さ
ん
は
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
畑
づ
く
り
と
い
う
日
常
生
活
に
即
し

た
研
修
は
、
実
践
す
れ
ば
達
成
感
も
味
わ

え
る
。
失
敗
し
て
も
悩
め
る
仲
間
ど
お
し

で
励
ま
し
合
え
る
し
、
楽
し
く
て
仕
方
な

い
」
と
、
今
で
は
獣
害
対
策
を
き
っ
か
け

に
し
た
出
会
い
が
楽
し
み
な
様
子
。
そ
し

て
、
毎
週
水
曜
日
の
朝
、
青
空
サ
ロ
ン
市

場
に
集
ま
る
吾
郷
地
域
婦
人
会
の
メ
ン

バ
ー
を
見
な
が
ら
、
丹
波
さ
ん
は
か
み
し

め
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
「
婦
人
会
の
皆

さ
ん
の
目
が
い
き
い
き
し
て
い
る
。
獣
害

対
策
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
お
こ
し
そ
の

も
の
な
ん
だ
な
ぁ
」
と
。

　
「
Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
み
て
色
々
な
出
会
い

と
つ
な
が
り
の
中
で
感
じ
た
の
は
、
美
郷

に
は
石
見
神
楽
や
豊
富
な
食
材
な
ど
資
源

が
豊
か
だ
と
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
色
々

山
く
じ
ら
の
郷
の
人
々

第
３
回�

丹
波
　
滋
さ
ん

�

（
野
井
）

▲�「失敗も力量のうち」と積極的に獣害対策
研修に参加する丹波さん夫婦

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生

な
課
題
は

多
い
け
ど
、

帰
っ
て
き
て

良
か
っ
た
と

思
う
よ
」
と

嬉
し
そ
う
に

話
す
丹
波
さ

ん
の
目
も
ま

た
輝
い
て
い

ま
し
た
。

12広報みさと 2012.3



笑いの効果いろいろ

笑いを生活に取り入れよう

＊笑う門には福来る（ 日本のことわざ ）
＊幸福だから笑うのではない、笑うから幸福なのだと私は言いたい
� （フランスの哲学者　アラン）

笑いと健康

健康
まめ知識 No.75

お問い合わせ先　役場健康推進課（☎75-1932）

具体的には
１、口角を上げる
　　（唇の両端が上を向くように）

２、 目をくっきりぱっちりあける

＊ストレス解消になり、便秘や胃腸の痛みなどが改善される。
＊血圧も低下し、心臓病などのリスクを軽減される。
＊コミュニケーションを潤滑にし、人間関係を豊かにする。
＊脳の血流量が増加して脳梗塞や認知症の予防に！
＊がんを殺すＮ

エヌ

Ｋ
ケー

細胞が活性化する。　　などなど

●朝起きて顔を洗ったら、鏡の前で笑ってみよう。
●挨拶、返事をする時に笑顔（良い微笑み）を‼
●さあ笑顔で楽しいことをやりましょう！
　�お笑い番組を観る、家族や仲間とワイワイおしゃべりしながら食事をする、スポーツやゲーム

をするなど…とにかく自分が笑顔になれる楽しいことをする。
●�疲れている時、落ち込んでいる時は暗い表情になりがちです。周囲にもあまり良い印象を与え

ません。そんな時こそ、笑顔を保つことを心がけてみましょう。

　「笑い」が私たちの健康に多大な好影響を及ぼすことが様々な研究によって明らかになってき
ています。

Ｎ
エヌ

Ｋ
ケ ー

細胞
　�白血球の中にある。殺傷力が高く、常に体内を独自でパトロールし、ガン細胞やインフルエ

ンザなど、ウイルス感染細胞や細菌を見つけると、単独で直接殺してしまう
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による３月１日現在）

人 口　5,490 人
　男　　2,578 人	 （＋１人）
　女　　2,912 人	 （－ 11人）
世帯数　2,428 世帯	（－８世帯）

４月の行事予定
１日 ㈰

２日 ㈪ 年度始め

３日 ㈫

４日 ㈬ 教職員辞令交付式・着任式

５日 ㈭

６日 ㈮

７日 ㈯

８日 ㈰ 森原古道史跡公園竣工式（酒谷）

９日 ㈪ 始業式（町内小中学校）

10日 ㈫ 入学式（町内小中学校）

11日 ㈬

12日 ㈭

13日 ㈮

14日 ㈯

15日 ㈰

16日 ㈪

17日 ㈫

18日 ㈬

19日 ㈭

20日 ㈮
広報みさと4月号発行・自治会長配布日
ノーマイカーデー　公共交通機関の積極利用を！

21日 ㈯

22日 ㈰

23日 ㈪

24日 ㈫

25日 ㈬

26日 ㈭

27日 ㈮

28日 ㈯

29日 ㈰
昭和の日
鴨山短歌会（齋藤茂吉鴨山記念館）

30日 ㈪ 振替休日

慶  弔（２月分届出・敬称略）

※�慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
　名前の掲載を希望される方は、企画課（75-1924）までご連絡ください。

愛のともしび（２月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）
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